2006年度事業報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　つみきの会

１．「つみきBOOK付属ビデオ」の完成

2006年度の当会の活動として特筆すべきは、07年2月に、「つみきBOOK付属ビデオ」が完成し、会員向け発売を開始したことである。従来からのテキスト「つみきBOOK」に加えて、この付属ビデオが完成したことによって、よりわかりやすく、ABAセラピーの実際の行い方を伝えることができるようになった。
２．公開行事

　06年6月11日に神戸で６周年記念講演会を開催した。松見淳子関西学院大学教授と久野能弘中京大学教授をお招きして、それぞれ就学支援と行動分析学の基礎についてお話しを伺った。
３．定例会・交流会

　今年度も仙台、東京、新潟、北陸、名古屋、大阪、神戸、福岡の各地で、ほぼ１～3ヶ月に1度のペースで、会員向けの定例会を開催した（新潟は年2回）。また名古屋、京都、大阪などで、より小規模の交流会も開催された。

４．講習会

　2006年度は、セラピストの育成に力を入れた。そのため、従来からの神戸、大阪（いずれも月1回）に加え、東京（年4回）、新潟（年2回）、名古屋で（年3～4回）でもセラピスト勉強会を開催した。
　また07年2月～3月、神戸で少人数の親講習会を開催した。
５．厚生労働省への要望

　8月に厚生労働省が「国として自閉症児への標準支援策をまとめるため、07年度に専門家委員会を立ち上げる」との新聞報道に接したため、9月26日に厚生労働省に「自閉症幼児への早期集中行動療法に関する要望書」を提出した。

６．会員数の推移

　2006年度当初は正会員数809名であった。2006年度中に294名が新たに入会し、205名が退会したため、2006年度末の正会員数は898名となった。正会員以外の各種会員数は、2006年度末時点で、準会員35名、賛助会員3名、セラピスト会員76名、ゲスト会員59名であった。
